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研究成果の概要（和文）：ダイエット行動を支える心理プロセスとしてその「頑固さ」に注目し，その背後に仮定され
る意志決定プロセスを明らかにすることを目的とし, 15才から59才までの延べ2280名の女性を対象に，ダイエット行動
の実態，システム1思考傾向，偏食傾向，食物新奇性恐怖傾向，衝動性についてインターネット調査を実施した。当初
仮定したようなシステム1思考傾向とダイエット行動との直接的な関係性を確証することをできなかったが，衝動性を
媒介とする間接的な関係性をみることができた。今後においては，ダイエット行動の諸相をより詳細に分析し，変数間
の関係性を厳密に検討していくことが必要とされる。

研究成果の概要（英文）：This research deals with the problem of why it's hard to change unhealthy 
behavior. Although many people keep trying various weight loss efforts, not many realize that it has 
effective results and health benefits. In order to examine cognitive biases in dieters, study 1 compared 
the CRT(Frederick, 2005) scores for 900 dieters and 900 non-dieters( all females in range 15-59 years). 
No significant difference was seen between two samples, although dieters showed lower scores than 
non-dieters. Study 2 examined the role of impulsiveness( Dickman, 2000; Fossati et al., 2001) in analytic 
thinking for another two samples of dieters and non-dieters( each 540 females). Maladaptive impulsivity 
scores correlated with low CRT scores significantly. Although cognitive biases were not showed directly 
in dieters, it was showed that impulsiveness has important function to bridge System1 thinking with 
dieting behavior.

研究分野：心理学
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１．研究開始当初の背景 
 食行動の開始と停止は栄養生理学的，神経
科学的観点から説明されるのが一般的であ
る。しかしながら 1980 年代以降顕著となっ
た肥満者・過体重者の急激な増加は，栄養生
理学的，神経科学的観点からだけでは説明・
理解していくことが困難である。栄養生理学
的，神経科学的説明に加えて，過食行動喚起
の心理メカニズムに言及する必要がある(e.g., 
Nestle, 2003; Rolls, 2003; Wansink & Sobal, 
2007; Macht, 2008, 今田，1996, 1997, 2005, 
2007)。本研究開始当初においては，食にか
かわる問題行動の解決策の一つとして，食心
理プロセスの解明が求められていた。 
 食行動の喚起・維持に関与する心理プロセ
スは感情( e.g., Macht, 2008, 今田，2009)な
らびに認知の側面からみていくことができ
る。特に意志決定のプロセスについては顕著
な研究の進展が見られ (e.g., Kahneman, 
2011)。食心理プロセスを解明していく一つ
の戦略として意志決定プロセスの研究成果
を利用していくことが考えられた。 
 本研究開始時における背景は，以上述べた
2 点であった。すなわち食行動喚起・維持に
寄与する心理プロセスの研究を発展させる
必要があったこと，さらに意志決定プロセス
の研究には著しいものがあり，その成果を食
心理プロセス解明の一助として活用・利用し
ていくことが可能となったことである。 
 
２．研究の目的 
 ダイエット行動を支える心理プロセスと
してその「頑固さ」に注目し，その背後に仮
定される意志決定プロセスの明らかにする
ことを目的とした。（1）研究 1：ダイエット
経験者を対象にダイエット行動の詳細を分
析し，体重変動率との関連をみる。さらに，
ダイエット経験者群とダイエット非経験者
群 の 2 群 に ， CRT3 問 (the cognitive 
reflection test: Frederick, 2005)を回答
させ，正解率を比較する。システム 1思考を
反映すると見なされる CRT3 問の正解率は，
ダイエット非経験者の方がダイエット経験
者よりも高いであろうと仮説された。(2)研
究２：ダイエット行動とシステム１思考との
関係性は衝動性が媒介していると仮定され，
研究１での調査項目に衝動性尺度２尺度を
加え再調査をおこなうこととした。なお調査
実施の制約から BSDS は調査項目から削除し
た。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究１：①対象：15 才から 59 才までの
女性 1800 名を調査対象とした。5才刻みで 9
段階の年齢層を設け，各年齢層においてダイ
エット経験群100名，ダイエット未経験群100
名を調査対象とした。すなわち参加者は 18
の条件セル（各セル 100 名）に配置された。
②調査項目：A: ダイエット行動の詳細およ
び体重の推移，B: CRT3 問および栄養-健康信

念問題 2問（豆腐，コラーゲン），C: BSDS(松
本他, 2001)，D: 偏食尺度(今田他，2006, 
2007)，食物新奇性恐怖尺度（今田・米山, 
1998)，E: 人口統計学的変数の５セクション
からなる質問票を作成した。③調査手続き：
学術調査を請け負う調査会社に委託し，イン
ターネット調査を実施した。 
(2) 研究２：①対象：15 才から 59 才までの
女性 1080 名を調査対象とした。5才刻みで 9
段階の年齢層を設け，各年齢層においてダイ
エット経験群540名，ダイエット未経験群540
名を調査対象とした。すなわち参加者は 18
の条件セル（各セル 60 名）に配置された。
②調査項目：研究１のC:からBSDSを削除し，
Dickman(2000)による衝動性尺度ならびに
BIS-11(Fossati et al., 2001)の２尺度を加
え，他（A, B, D, E)は研究１と同様であっ
た。③調査手続き：研究１と同じ調査会社に
委託し，インターネット調査を実施した。ま
た研究１の調査に参加した者を優先し調査
の参加を呼びかけたが，調査参加者の多くは
新規に参加したものであった。 
 
４．研究成果 
(1) 研究１：①ダイエット経験の詳細：ダイ
エット経験者900人におけるダイエット行動
の詳細は以下の通りであった。a.ダイエット
の方法：全体的に食べる量を減らす(75%),間
食をしない(61.6%),運動量を増やす(48.8%)
が主要なものであった。b.ダイエットの目
的：体重の減量(84.6%),体型（スタイル）の
改善(75.3%)が主要なものであった。c.直近
ダイエットの継続期間：１ヶ月から３ヶ月未
満(26.0%),１年以上(21.7%),３ヶ月から６
ヶ月未満(21.6%)が主要なものであった。d.
ダイエットの快不快：楽しくもなく、苦痛で
もなかった（楽しくも苦痛でもない）(49.8%),
苦痛だった（苦痛だ）(34.4%)が主要なもの
であり，快方向回答は 10.3%，不快方向回答
は 39.8%であった。e.ダイエットの効果：ほ
ぼ満足できる結果だった（ほぼ満足できる結
果だ）(36.3%),あまり満足できる結果ではな
かった（あまり満足できる結果ではない）
(34.4%)が主要なものであった。 
②体重：a.過去１年間の体重の増減は，「ほ
とんど、またはまったく変化していない」
(25.7%),「プラスマイナス３～５ｋｇ未満」
(54.8%)であった b.ダイエット経験者の平
均体重，身長，ＢＭＩは，54.3Kg, 158.2cm, 
21.7 であり，ダイエット非経験者のそれら
は，49.7Kg, 158.2cm, 19.9 であった。c.
中学卒業以降の最大体重と最小体重の差を
現在の体重比で求めると，ダイエット経験
者は 24.2%であり，ダイエット非経験者の
それは 16.9%であった。 
③CRT３問のダイエット経験者は正解数は
非ダイエット経験者よりも低かったが
（0.88 vs 0.92)，2 群間に有意な差はみら
れなかった。すなわちダイエット経験とシ
ステム 1（ヒューリスティクスによる問題



解決傾向）との関連性は見られなかった。 
(2)研究２：①CRT３問のダイエット経験者
は正解数は非ダイエット経験者よりも低か
ったが（0.88 vs 0.90)，2 群間に有意な差
はみられなかった。研究 1同様に，ダイエ
ット経験とシステム 1（ヒューリスティク
スによる問題解決傾向）との関連性は見ら
れなかった。②衝動性 2尺度については改
めて標準化をおこない，Dickman の尺度に
ついては，「非機能的衝動性:MI」「機能的衝
動性:AI」「慎重さ:CF」の 3 尺度を，また
BIF-11 については，「衝動的行動：IB」「思
考・集中力：TC」「注意力欠如：LC」の 3
尺度を同定した。CRT3 問に共通して，不正
解者は正解者よりも，MI,IB が有意に高く，
CF, TC が有意に低くなった。③衝動性 2尺
度と偏食傾向との関連性については，
MI,IB,LC とに比較的高い、有意な相関が見
られた。④ダイエット経験者の偏食傾向は，
非ダイエット経験者と比較して，有意に高
く (t=3.817,p<.001)，食物新奇性恐怖傾向
は有意に低かった(t=3.788,p<.001)。⑤栄
養-信念項目については，ダイエット経験者
は，非ダイエット経験者と比較して，有意
に高く (t=2.98,p<.01)誤回答する傾向に
あった。 
(3)要約：本研究では，15才から 59 才までの
延べ 2280 名の女性を対象に，ダイエット行
動の実態，システム 1 思考傾向，偏食傾向，
食物新奇性恐怖傾向，衝動性についてイン
ターネットを介した質問紙調査を実施した。
当初仮定したようなシステム 1思考傾向と
ダイエット行動との直接的な関係性を確証
することをできなかったが，間接的な関係
性をみることができた。今後においては，
ダイエット行動の諸相をより詳細に分析し，
変数間の関係性を厳密に検討していくこと
が必要とされる。 
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